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1 9 6 0年代が「教育爆発の時代jであるとするならば、 1 9 7 0年代は「教育改革の時代J






































政の諸活動が、立法・司法の活動との相対関係Kないて、 とく K強化・拡大されてきた現象 jを






























































































































































































































































































































































(1) 持田栄一教授は、学校教育過程を、「技術過程 J=i教授=生活過程(i教育のしごと J) J 
と「組織過程 J=i教育管理=経営過程Jとから成るものと把えているが、(持田栄一li教育
































(8) 吉本二郎、『学校経営学J国土社、 19 6 5 (以下 との文献を@と記す)1 3頁
(9) 吉本二郎、「公教育Jr学校と教育改策』世界書院、 1963 (以下、乙の文献を⑥と記
す)1 8頁
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é21) 吉本二郎、「現代の学校経営 J 、『教育委員会月報 ~J1á 300 、 1975~8( 以下 乙の
文献を⑥と記す)9 8頁
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(24) 吉本二郎、「学校経営論の研究開発 jIf学校経営講座J第 5巻、第一法規、 1976 
(以下 この文献を⑥と記す)3 0頁
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76頁 87-8 8頁、 115'"'-'118頁参照





(沼) If学校経営学，]( @)は、その結びを「校長のリーダーシップ jとしてなり、そこに学校
経営の究極的左課題を著者が求めているO
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